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香川遠征に行ってきました            

上坊俊瑛（西賀茂中学校） 西條太一（桂中学校）    

芝田翔冴（修学院中学校） 内藤大雅（桂中学校） 

中村隼大（近衛中学校）  松井碧志（加茂川中学校）   

水野直樹（上京中学校）  吉田奏斗（洛北中学校）     

Ⓜ️斎藤慶子（附属洛北） 

 3月 29、30日に香川遠征に行ってきました。 

一日目は、高松商業高校と岡山朝日高校のニ校と練習試合をさせて頂きました。高

松商業高校は春の甲子園に出場した高校で、そのような力のある高校と練習試合をさ

せて頂いて、勝ちきることが出来たのはチームにとって自信に繋がりました。試合後

には高松商業高校の指導者の方から野球の中での考え方であったり、格上の相手にど

のような試合運びをしていくと負けにくいのかなど貴重なお話をして頂きました。 

二日目は、三本松高校と英明高校の二校と練習試合させて頂きました。どちらも甲

子園出場経験のある実力校で、たくさんの事を相手校のプレーから吸収することが出

来ました。それに加えてチーム・個人の課題、そして成果がでて大会につながる試合

をすることができたと思います。 

この二日間を通し四校と練習試合をさせて頂けたことは、とても貴重な経験でし

た。その経験を活かして一人一人が責任を持ってチームとして大きく成長していける

ように頑張っていきたいと思います。 

 

春季大会初戦 

 

今年は 9名の新入部員を加え、総勢 30名でスタートを切ることとなりました。 

洛北高校硬式野球部の誇りを持ち、一緒に頑張っていきましょう！ 

一年生が入部しました！ 

キャプテンから一言 

僕らの代はまだ結果を残せていま

せん。夏の大会では、ベスト 4を

目指してチーム全員で日頃の練習

試合から結果にこだわって頑張っ

ていきたいと思います。応援よろ

しくお願いします。 

4月 9日より春季京都府高等学校野球大会が開幕しました。チー

ム目標であった「春大ベスト 8」に向けて質の高い練習を徹底し、

「負けにくいチーム」を目指して練習や練習試合に励んでいました。

初戦は、4月 16日乙訓高校。乙訓高校は秋季大会で優勝をした高校

ですが、受け身にはならず洛北らしい、いつも通りのプレーをしよう

と全員で強い思いを持って試合に臨みました。2 回表にヒットが繋が

り先制点を上げます。しかしその裏に 5点を返され逆転を許してし

まい、その後も 1点を返しますが乙訓高校の猛攻を止められず 3 回

に 5点、4回には 6点を取られ、*5回コールド負けという悔しい結

果に終わってしまいました。しかしチームや個人の課題など多くの収

穫がありました。この悔しさをバネに夏の大会に向けてチーム一丸と

なって頑張っていきたいと思います。応援ありがとうございました。            

 

森重 瑞貴主将 

＊5回終了時点で 10 点差がついていた場合そこまでで試合終了する制度 


